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１．強いＩＴシステムを構築するために 
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１-１．システム再構築の背景 

システム再構築＇マイグレーション（の目的が変化しています。 
 従来はコスト削減など守りのマイグレーション 

 現在は、ビジネス環境の変化に対応するための戦略的マイグレーション 

従来はコスト削減や老朽化対策 
守りのマイグレーション 

ビジネス環境や 
法制度対応など 
変化に対応できる 
強いＩＴ基盤 

高コスト 

老朽化 

技術者丌足 

ブラックボックス化 

肥大化 

陳腐化 

重複業務 

保守期限 

戦略的 
マイグレーション 
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１-２．メインフレームとオープンシステムの比較 

運用管理 

ソフトウェア費用 

新技術への対応 

ベンダ選択の自由度 

変化への対応 

技術者数 

安定した性能 

信頼性 

ライフサイクル 

トラブル対応 

後継機種の互換性 

ハードウェア費用 

メインフレーム(MF)が優位 オープンシステムが優位 

MFは絶対的な信頼性がある 

オープンは台数も多く全体ではトラブル多い 

入出力専用プロセサなど 
MFは性能が安定している 

オープンは性能が変動しやすい 

MFは特定ベンダのため 
トラブル対応が早く、 
原因究明しやすい 

オープンは複数ベンダのため 
原因丌明のケースもあり 

MFは台数少なく運用が容易 

オープンは複雑な運用となる 

MFは10年程度 

オープンは5年が一般的で 
リプレース間隔が短い 

MFは完全互換性が一般的で 
後継機種への移行が容易 

オープンは互換性無い場合多い 

同一アーキテクチャでも 
複数のベンダから選択できる 

オープンは若い技術者が多い 

従来の 
オープン化の 
きっかけ 

メインフレームは基幹システムの安定稼動に貢献しています。 

しかし、変化や新技術への迅速な対応は難しいことも多い。 

オープン化の目的変化 

戦略的 
マイグレーション 

オープンデータ活用 
行政などが提供している 
データを活用して新ビジネス 
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マイグレーションは、ビジネス環境や法制度対応など変化に対応できる 
『強いＩＴ基盤構築』のためであり目的ではない。 
 マイグレーションはミドルウエアやソリューションを活用して負担軽減 

 新たな価値を創造するシステムへの成長に重点を置く 

１-３．日立が提案するマイグレーションのかたち 

企業の強みの源泉 
膨大な業務ノウハウが蓄積されたシステム資産 

メインフレーム 

既存資産を活用し、柔軟性・信頼性の高い 
最新のオープン基盤にリニューアル 

オープンシステム 
＇新基盤システム（ 

Step１ 

変化に対応できる 
次世代型システムへ 

Step２ 
ビッグ 
データ 

新ビジ 
ネス 

クラウド 

災害 
対策 

法制度 
対応 

Web 
対応 

可視化 

モバイル 
セキュ 
リティ 

戦略的 
マイグレーションで 
強いＩＴシステム構築 
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２．オープン化後のシステム成長戦略 



© Hitachi, Ltd. 2014. All rights reserved. 7 

２-１．新たな潮流への対応 

流通 電力 
鉄道 

医療 

金融 

住民基本台帳カ ード
公共 

交通 

環境にやさしい 安心・安全・快適 

企業    社会 

個人    公共 ユーザ 

クラウド環境も活用し 
ビッグデータの収集・蓄積・分析が望まれている 

グローバルにデータが散在 

爆発的なデータの増加 社会インフラでのIT活用進展 

 ＩＴ利活用の多様化で、データ爆発が加速 

 スマートシティなどグローバルで社会インフラにおけるIT利活用が進展 
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２-２．ビッグデータ活用促進 

（Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ）  ＯＴ ＩＴ （Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ） 

運転自動化 人の行動支援 

通話ログ 

電力メーター カーナビ 

ＳＮＳ 

監視映像 

環境・気象データ 

設備監視 

ＧＰＳ 

動画・画像・音声 

物流トレース 

運行情報 
ＩＣカード利用 

人の移動 

業務データ 
＇生産管理・在庫管理等（ 

診断画像・ 
電子カルテ 

メール・文書 

Ｂｉｇ  Ｄａｔａ 

需給調整 

情報収集 

フィードバック 

制御・運用 把握・分析・予測 

ＯＴ×ＩＴによる情報活用促進 

ビッグデータ 
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２-３．ビッグデータによる価値創造とそれを支えるＩＴ 

0 

人間の 
創造性 

ＩＴによる 
情報の収集・煎じ詰め 

情報の山 ビッグデータ 

ＩＴが担う 

価値創造は人間が行う － ＩＴは道具である 

理念・事業上の目的・目標 
（価値基準、価値探索の視点） 

新たな価値創造 

両者が必要 

人が担う 

 価値観を持つ 

 新しい物語を創造する 

 アイデアを発想する 

 改善の余地に気付く 

 膨大なデータを蓄える、変換する 

 高速に反応する 

 検索・集約・集計する 

 データの相関や、変化を検出する 

ビッグデータ 
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２-４．クラウドコンピューティング  

共有のコンピューティングリソース群をネットワークを通じて、 
オンデマンドに必要なだけ利用することのできる ICT※の形態 

共有 
リソース 

セルフ 
サービス 

オンデマンド 

ネットワーク 
アクセス 

迅速・柔軟 

※ Information and Communication Technology  

クラウド 
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３．システム成長を支援する日立のソリューション 
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３-１．ビッグデータ活用を支えるプラットフォーム 

Hadoop ストリームデータ処理基盤 
uCosminexus Stream Data Platform 

グリッドバッチ基盤 
uCosminexus Grid Processing Server 

*: 内閣府の最先端研究開発支援プロジェクト 「超巨大データベース時代に向けた最高速 データベースエンジンの 
開発と当該エンジン を核とする戦略的社会サービスの実証・評価」 ＇中心研究者：東大喜連川教授（の成果を利用。  

 ビッグデータ活用の要件を実現するミドルウェアとハードウェアをご用意 

 COBOLアプリケーションで作成されたデータも活用できます 

高信頼ブレードサーバ 
BladeSymphony/HA8000 

仮想ファイルプラットフォーム 
Hitachi Virtual File Platform 

大量の情報を 
リアルタイム処理 

時間

異
常
度

異常

警戒
正常

故障
予兆

リアルタイム処理 

大量の情報を 
対象とした分析 

診断対象
同機種平均

稼
動
デ
ー
タ

時間

P1
P2
P3
P4

集計・分析 

大量の情報を 
高速検索・効率保管 

履歴データ 

蓄積・検索 

高速データアクセス基盤 
Hitachi Advanced Data Binder* 

バッチジョブ実行基盤 
uCosminexus Batch Job Execution Server 

ビッグデータ 
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３-２．基幹データの利活用への技術 

① 蓄積する前に見る 

  ⇒ 今を知り、未来を予測 

② 集計前の生データを利用 

  ⇒ あきらめていた分析が短時間で可能 

③ 基幹系業務データを分析 

  ⇒ データの傾向を把握＇商品売買・顧客嗜好（ 

④ 既存資産を有効活用した並列分散処理 

  ⇒ バッチ業務の実行時間の短縮 

ストリームデータ処理基盤 

高速データアクセス基盤 

Hadoop 

バッチ高速化基盤 

ビッグデータ 
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３-３．ストリームデータ処理基盤 

ストリームデータ処理 

今までのＩＴシステム   実世界から膨大な 
データが発生 

蓄積した膨大なデータを集計・分析＝大脳系処理 

データ発生と同時に、蓄積せずに、 
集計・分析 ＝ 反射神経系処理 

ＰＯＩＮＴ 
「何が起きてる」 
「何が起きそう」 
を知る 

設備情報 

センサー情報 

 ＩＴの瞬発力 ＝ 反射神経系の処理を持つＩＴシステム 

電力情報 

稼働情報 

 
「過去」の集計・分析結果  

データの蓄積 

「今」の集計・分析結果 データを逐次入力 

「何が起きた」 
を知る 

ビッグデータ：ストリームデータ処理基盤 

uCosminexus Stream Data Platform 

ＤＢ・ＤＷＨ 
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株価指数配信の高速化(秒からミリ秒へ) 

 現在株値の発生毎に、株価指数をリアルタイムに算出し、ミリ秒単位で 
 ユーザへ配信することで、サービスレベルを向上 
 株価指数の追加や変更の場合は、集計・分析シナリオを追加･変更すること 
 で柔軟に対応でき、将来での業務追加・変更が容易 

・電文受信 
・フィルタ処理 

・電文組立 
・配信処理 

入力アダプタ 

uCosminexus Stream Data Platform 
株価 株価指数 

処理性能 

スループット 8,000件/秒 

レイテンシ 10ミリ秒以下 

従来サービス 指数高速配信 

配信間隔 1秒毎 
指数構成銘柄の 
値段の変化毎 

指数高速配信システム 

ストリームデータ処理基盤 出力アダプタ 

指数計算処理 

集計・分析 
シナリオ 

相場 
ユーザ 

システム 

売買 
システム 

３-４．【適用事例】 株価指数配信の高速化 

ビッグデータ：ストリームデータ処理基盤 
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３-５．高速データアクセス基盤（超高速データベースエンジン） 

Hitachi Advanced Data Binder プラットフォーム 

Hitachi Advanced Data Binder プラットフォーム 

日立ラックサーバ 

日立ストレージ 

超高速データベースエンジン 

□自社従来比１００倍の検索性能(*3)を誇る、超高速データベースエンジン 
  Hitachi Advanced Data Binderを搭載。 

□可用性の高い日立のサーバと高速ストレージをセット化。 

(*1) 世界のトップを目指した先端的研究を推進することで、産業、安全保障等の分野における我が国の中長期的な国際的競争力、底力の強化を図るとともに、研究開発成果の
国民および社会への確かな還元を図ることを目的として創設された国の研究開発プログラム。 
(*2) 内閣府の最先端研究開発支援プログラム「超巨大データベース時代に向けた最高速データベースエンジンの開発と当該エンジンを核とする戦略的社会サービスの実証・評
価」＇中心研究者：喜連川 東大教授／国立情報学研究所所長（の成果を利用』。 
(*3) 当社従来製品との比較。解析系データベースに関する標準的なベンチマークを元に作成した、各種のデータ解析要求の実行性能を計測。データ解析要求の種類によって高
速化率には差が見られるが、データベースにおいて特定の条件を満たす一定量のデータを絞り込んで解析を行うデータ解析要求を対象とした結果。  

最先端研究開発支援プログラム(*1)において、国立大学法人東京大学が推進
している超高速データベースエンジンの研究開発(*2)の成果を製品化。 

ビッグデータ：高速データアクセス基盤 
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３-６．どんな技術で高速化したのか？ 

非順序型実行原理※に基づいて設計された、 
超高速データベースエンジンHitachi Advanced Data Binder。 
 
従来、決定的な順序性だったデータアクセス処理＇ＳＱＬ（を、 
並列実行単位に自動分割し、非決定的な処理順序で実行。 
大量の非同期Ｉ/Ｏを発行し、データアクセス処理性能を高める技術。 

従来型
データベースエンジン

時間

決定的な
処理順序

同期入出力
発行

超高速
データベースエンジン

時間

超大量

非同期入出力
発行

非決定的な
処理順序

従来のＤＢＭＳ＇順序型（ 非順序型ＤＢＭＳ 

※喜連川 東大教授／国立情報学研究所所長・合田東大特任准教授が考案した原理。 

Ｉ/Ｏ処理完了の待ち時間が、 
ＣＰＵ実行時間の多くを占める。 

Ｉ/Ｏ処理完了を待たずに、 
次の処理を実行できる。 

ＳＱＬの多重実行 
度を高めやすい 

ビッグデータ：高速データアクセス基盤 
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３-７．【事例】 ＰＯＳデータ分析処理への適用例 

もっと分析軸を増やしたいが、新たなデータマートをつくらな
いといけないし、明細はデータマートではみられないし、、、 

Ｂｅｆｏｒｅ Ａｆｔｅｒ 

ＰＯＳデータ ＰＯＳデータ ＰＯＳデータ 

データ整形処理 

収集 収集 収集 

ＰＯＳデータ ＰＯＳデータ ＰＯＳデータ 

データ整形処理 

データウェアハウス 

収集 収集 収集 

Hitachi Advanced Data Binderプラットホーム 

分析軸を自由に設定
して分析できる 

データマート丌要に 

分析軸に応じてデータマートを作成 

分析が速い 

データ 
ウェアハウス 

定型的なサマリの
分析しかできない 

データマート作成 
に時間かかる 

定型的なサマリの 
分析しかできない 

ビッグデータ：高速データアクセス基盤 
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３-８．【事例】 ＰＯＳデータ分析処理への適用効果 

・４０分かかっていた分析処理を、２２秒に短縮。 

・１６５種のデータマートを、６個に削減し、 

  １３.５時間かかっていたバッチ処理を、７.５分に短縮。 
 
□バッチ突き抜けを解消し、素早くレポートを作成。タイムリーな意思決定が可能に。 
□組織や商材の変化にも柔軟に対応できる。 
 

基幹システム 
セントラル 

ＤＷＨ 
目的別 

データマート 
データ分析 

顧客 
ﾃﾞｰﾀ 

ＰＯＳシステム 

ＣＲＭシステム 

目的別データマート 
を削減し、 

セントラルＤＷＨを 
ダイレクトに分析 

※２６億件の売り上げ明細から 
 得意先を分析するＳＱＬ処理 

Ｈｉｔａｃｈｉ Ａｄｖａｎｃｅｄ Ｄａｔａ Ｂｉｎｄｅｒ 
プラットフォーム 

効率化と共に、新商品やサービスなどの新しい価値の創造を促進 

ビッグデータ：高速データアクセス基盤 
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かんたんHadoopソリューション for COBOL基幹データ活用 
セットアップ済みのHadoop実行環境で大量のCOBOL基幹データを高速に解析できます 

 企業のデータサイエンティストが、システム構築に追われず、解析作業に着手できます 

 基幹システムから分離された高速IT基盤で、解析手法を駆使して多角的に分析できます 

 
 

３-９．COBOL基幹データをHadoopで活用 

基幹データを分析すれば，新しい 
ビジネスチャンスが見つかりそう！ 

稼動中の業務システムに蓄積されている大量のCOBOL基幹データを 
もっと有効活用したい 

データ分析用のHadoopを活用するためのＩＴ環境を手軽に構築したい 

ビッグデータ：Hadoop 

 

 大容量データのための分散処理ソフトウェア＇オープンソース（ 

 PCクラスタをスケールアウトして高速化 

 短いソースコードで並列計算を記述可能 

 1台でも千台でも同じソースコードで実行・デバック可能 

 分析用ユーティリティ・ツール類が充実 

Hadoop 
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３-10．かんたんHadoopソリューション 

 データ解析に必要なソフトウェア群を高集積サーバとセット化して提供 

 導入後すぐ利用できるサンプルプログラムとデモ環境も提供 

 COBOL基幹データから分析データ抽出処理を並列実行し処理時間を短縮 

 分析用データを、Hadoopで解析可能 

基幹システム 

取引履歴など 

・・・ 

Hadoop ＇オープンソース（ 

COBOL2002 

Hadoop周辺技術を 
活用した分析 

高集積ブレードサーバ 
HA8000-bd 

COBOLとHadoopが相互に利用できる 
共有ファイルシステム 

Hitachi Striping File System 

COBOL基幹データを分析するため、 
COBOLプログラムを並列実行する 

uCosminexus Grid Processing Server 

分析データ 
を抽出 

並列 
処理 

手軽に 
スケールアウト 

ビッグデータ：Hadoop 

かんたんHadoopソリューション for COBOL基幹データ活用 
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３-11．分散並列実行するグリッドバッチ基盤 

分散並列実行するグリッドバッチ基盤 uCosminexus Grid Processing Server 

単一ハードの処理性能に依存 

JOB JOB JOB 

ＪＯＢキュー 

COBOL 

多重化と 
処理性能に限界 

COBOL 

COBOL COBOL 

JOB 

データ層 

並列化によりバッチ高速化を実現 

ＪＯＢ ＪＯＢ ＪＯＢ 

ＪＯＢキュー 
ジョブを並列化 

データアクセスの負荷分散 

アプリケー 
ション層 

従来型システム 

ファイル データ層 

アプリケー 
ション層 

ＣＰＵ ＣＰＵ ＣＰＵ ＣＰＵ 

COBOL COBOL COBOL COBOL 

COBOL COBOL COBOL COBOL 

ＣＰＵ ＣＰＵ ＣＰＵ ＣＰＵ 

COBOL COBOL COBOL COBOL 

COBOL COBOL COBOL COBOL 

ファイル 

ファイル 

ファイル 

ファイル 

ファイル 

ファイル 

ファイル 

ファイル 

ファイル ファイル ファイル ファイル 

ファイル 

ファイル 

ファイル 

ファイル 

ファイル 

ファイル 

ファイル 

ファイル 

ファイル ファイル ファイル ファイル 

入力ファイルを分割し処理 

● ● ● ● 

 計算処理をサーバ内で多重化、さらにサーバ間で並列化することで高速化を実現 

 入力ファイルを分割して分散配置することでデータアクセスの負荷分散を実現 

 COBOLが扱うファイル編成を特定しないので、既存COBOLプログラムの流用も容易 

 

データアクセスが集中 

ＪＯＢ 

● ● ● ● 

● ● ● ● 

ビッグデータ：バッチ高速化基盤 

グリッドバッチ基盤 uCosminexus Grid Processing Server 
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  ポイント 

関連するシステムの拡張により、取引情報が4倍に増加の見込み。ハードウェア増強では
対応できないため、グリットバッチ基盤による並列化で処理高速化を実現。 

HiRDBパラレルサーバを用いて、DB内の取引情報を分割。 
分割数に比例したバッチ処理を実行。 

中間ファイルはメモリ渡し機能を使用した並列実行による高速化を実現。 

取引情報 
DB 

集計表 

ＤＢサーバ 

処理１ 処理２ 

中間ファイル 

バッチサーバ 

FILE 

HSFS 

集約 

HiRDB 

uCosminexus Grid Processing Server 

データベース処理を行う基幹系システムのバッチ処理を高速化 

グリットバッチ基盤 uCosminexus Grid Processing Server 

３-12．【事例】 サーバ並列化により時間短縮 

ビッグデータ：バッチ高速化基盤 

集計表 処理１ 処理２  FILE 取引情報 
DB＇１（ 

メモリ渡し 

集計表 処理１ 処理２  FILE 取引情報 
DB＇２（ 

メモリ渡し 

集計表 処理１ 処理２  FILE 取引情報 
DB＇n（ 

メモリ渡し 

バッチジョブ実行基盤 BJEX(*1) の 
ジョブステップ並列実行機能で、さらに高速化 

： ： ： 

従来型システム 

(*1)BJEX： uCosminexus Batch Job Execution Server 
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３-13．ジョブステップ並列実行機能で高速化 

ビッグデータ：バッチ高速化基盤 

バッチジョブ実行基盤 uCosminexus Batch Job Execution Server (以下、BJEX) 

・ジョブステップを順番に実行 
・中間ファイルは物理ファイル 

・複数のジョブステップを同時実行 
・中間ファイルを使用せず、データをメモリ渡しで高速化 
・データ渡しに使用するメモリは数十KB(*1)でシステム負荷低い 
・同時実行でマルチコア環境のCPUを有効に活用できる 

バッチジョブ実行基盤 BJEX 従来型システム 

 BJEXはオープン環境のバッチ業務を支援する基盤機能 

 実行するプログラムをジョブステップという概念で順次実行する 

 ジョブステップ並列実行機能では中間ファイルデータをメモリ渡し＆同時実行で高速化 

 

STEP１ 

STEP２ 

中間ファイル 
＇順編成（ 

STEP３ 

中間ファイル 
＇順編成（ 

STEP１ 
STEP２ 

複数ジョブステップを 
並列実行 

STEP３ 

メモリ渡しで物理的な 
入出力を無くす 

メモリ渡し 
メモリ渡し 

KB：キロバイト 
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社会のイノベーションを加速する日立のクラウドソリューション 

３-14．Harmonious Cloudのコンセプト 

クラウド：Harmonious Cloud 日立クラウドソリューション 

お客さまと 
新たなビジネス価値を 

協創するクラウド ビジネスの要望に、 
スピーディーに対応する 

柔軟なクラウド 

社会インフラを支えてきた 
豊富な経験をベースにした 
より安全・安心なクラウド 

協創 安全・安心 

スピード・柔軟 

Harmonious Cloud 
ハーモニアスクラウド 
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堅ろうなデータセンターからサービスを提供 
 堅ろう・環境配慮型データセンターに基盤を構築 

 関東地区、関西地区2箇所のデータセンターを所持し、 

  災対などへも対応 

各種認定(プライバシーマーク、ISMS、ITSMS、 

 BCMS、FISC、JEITA（対応済  

高信頼なクラウドサービスを提供 
 ハードウェア障害によるサービス停止を防ぐため、 

  システムを構成する各ハードウェアは冗長構成を 

  適用、信頼性を確保 

 サービス稼働率の目標値＇年間（：99.99～100% 
 サービス稼働率の実績値：99.99％ 

 (2012/4～2013/3 Harmonious Cloudセンタ全体の平均)   

安定稼働のための運用業務 お客さまシステムを守る高いセキュリティ 

日立クラウドソリューション 

一次切り分け 

[ハード、ソフト障害] 
[サービス障害]対策 

エラー 
通知 

障害 

作業実施 作業報告 

Harmonious Cloudセンタ 

監視 
[お客さま業務 
システム障害] 

対応依頼 

障害事例情報を活用 

障害連絡 

専門エンジニア 

窓口担当者 

問い合わせ 

専門エンジニア 

丌具合 

復旧 

ＦＩＳＣ ＪＥＩＴＡ 

経済産業省殿のガイドラインに対して(※)も 

  以下のような施策を実施 

ガイドライン 弊社取り組み概要 

資産の管理 
・管理対象の情報資産の抽出および管理責任者特定 
・操作ログ取得 

通信および 
運用管理 

・保管ポリシーの定義＇保管期間、保管方法（ 
・ログ機能およびログ情報のアクセス保護機能明確化 

物理的および環
境的セキュリティ 

・有人体制による警備、バイオメトリクス認証による 
  入退室管理 

攻撃予兆の
検知 

ファイアウォール 仮想サーバー 

ウィルス対策 

攻撃者 

ガイドライン対応施策＇一部抜粋（ 

Ｐマーク 

 障害時に迅速に対応するための常設窓口を設置 

※クラウドサービス利用のための 
   情報セキュリティマネジメントガイドライン 

３-15．Harmonious Cloudの特徴 『安全・安心』 

クラウド クラウド：Harmonious Cloud 日立クラウドソリューション 
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４．日立のマイグレーションソリューション 
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４-１．マイグレーションの基本コンセプト 

 

 

 これまでのビジネスを長年支え続けてきたのは既存システム ＝ レガシーシステム 

 日本企業の強みは現場のこまやかな工夫とチームワーク ＝ 実務ノウハウ 

 長年の保守・運用により企業独自の実務ノウハウとしてレガシーシステムに蓄積 

 

 ■ 日本企業の強みの源泉はレガシーシステムであり、最大限に活かすこと 

 

 大規模なスクラッチ型再構築は、リスク大＆コスト高で、効果がなかなか出せない 

 既存システムを捨てる ＝ 長年培ってきた実務ノウハウは二度と取り戻せない 

 企業独自の強みの喪失 ＝ 企業競争力の低下、スクラッチ開発の最大のデメリット 

 ■ 大規模なスクラッチ型システム再構築は企業独自の強みを喪失 

 目指すべきは、「企業独自の強みを活かしたハイスピードなシステムづくり」 

 レガシーシステム資産は企業独自の強みを具現化した第四の経営資源 

 レガシーシステム資産を活かしたシステムづくりが企業競争力の維持・継承 

 ■ システム再生の本質は「長期的・継続的な企業競争力の維持・継承」 
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４-２．日立が提供するマイグレーションの特長 

総合力の日立が、お客様システムの安定稼動に貢献します。 

メインフレームで 

培った技術を活用した 

豊富な実績と 

ミドルウェアを駆使した 

「変化即応型」 
システム へ 

導入後も安心の 

最先端かつ 

マイグレーションも考慮された 

ハードウェア、 
ソフトウェアに 
またがる問題の 
解決を支援 

 

・
・
・ 

日立ミドルウェア 移行ソリューション 

高信頼サーバ、 
ストレージ 

サポートサービス 
サーバ 

日立サポート 

３６０ 

ストレージ 



© Hitachi, Ltd. 2014. All rights reserved. 30 

４-３．マイグレーション後のシステム構成とミドルウェア 

クライアント 

コンソール 

Web 
ブラウザ 

オープン 
プリンタ 

フロントサーバ DB/バッチサーバ 

オンライン 

画面・帳票 

XMAP3 

バッチジョブ実行基盤 

uCosminexus Batch 

   Job Execution Server 

トランザクション 

マネージャ 

uCosminexus 

 OpenTP1 

オンライン 

プログラム 

COBOL2002 

APサーバ 

インタフェース 

プログラム 

COBOL2002 

プリントサーバ 

バッチ帳票 

PRINT DATA  

 EXCHANGE for Open 

プリント運用管理 

Prinfina MANAGER 

バッチプログラム 

COBOL2002 

HiRDB 
 SAM 
 ISAM 

オープン帳票 

uCosminexus EUR 

電子帳票 

HOPSS3/AS REV/OSE 

ジョブスケジューラ 

 JP1/AJS3 

統合コンソール 

 JP1/IM 

運用管理サーバ 

運用管理 JP1 運用管理 JP1 運用管理 JP1 運用管理 JP1 

既存システムをストレート移行したときのシステム構成とミドルウェアです。 
 マイグレーションを考慮したミドルウェアを準備しています 

 オンラインについてはJavaで再構築するケースも多い 

 大量のバッチについては既存のCOBOLやJCL資産を有効活用するケースが多い 

JP1/AJS3 ： JP1/Automatic Job Management System 3 
JP1/IM ： JP1/Integrated Management 
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４-４．進化する日立COBOL2002 

COBOLは、 

COBOL最新国際規格＇COBOL2002規格（に対応 

新しい技術と新しいプラットフォームに対応しています 

プログラム資産を長期にわたって活用する機能を強化 

これからも、社会基盤を支える主要なプログラミング言語 

業務システム向けの長所をもつ言語仕様 

日立COBOL2002は、 
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４-５．COBOL2002のJava連携機能 

 JavaからCOBOL呼び出し機能 

 uCosminexus Application Server環境 

COBOL 
プログラム 

検索 
Java 

プログラム 

COBOL 
アクセス用 

Bean 

データ 
ベース 

COBOLプログラム 
＇COPYファイル（ 

COBOLアクセス用 
Bean 

データの型が異なるため、引数を渡し/受け取りができません。COBOLのデータ定義からJavaとの連携に必要な 

型変換を行うJavaプログラム「COBOLアクセス用Bean」を自動生成する機能と、その実行環境を提供します。 

事前処理 

生成ツール 

アプリケーションサーバ実行環境 

COBOLプログラムからJavaプログラムを呼び出す機能です。 

JNI＇Java Native Interface（を使用して同一プロセス内で高速にJavaプログラムを呼び出します。 

COBOLプログラム 

Javaクラス 

Java VM＇Java仮想マシン（ 

JNI 

CALL ‘CBLJxxx’ メソッド() 
 { 
  ．．． 
 } 

COBOL2002 実行時ライブラリ 

COBOL-Java 
連携機能 

 COBOLからJava呼び出し機能  

Java VM ： Java Virtual Machine 

アプリケーションサーバ実行環境 

COBOL資産を活用してWeb化や、Javaの豊富なライブラリを利用できます。 

計画中 
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４-６．COBOL2002ソース解析機能 

入力 

COBOLソース/ 
登録集原文 

出
力 

COBOLソース 
解析機能 

プログラム全体の情報 

プログラム/セクション間の関連 

登録集原文情報 

デッドコード情報 

長年蓄積された膨大なCOBOL資産を見える化し、メンテナンスを容易にします。 

 COBOLソースプログラムを元に、資産の各種関連図を出力できます 
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 変数間の値の引渡しを自動で追跡 

 プログラムを跨ぐ影響波及も追跡 

PGM1 PGM2 PGM3 

基点 

PROGRAM-ID. PGM1. 
 
 COMPUTE Z = X + Y 

 CALL 'PGM2' 
    USING BY VAL Z 
 MOVE Z TO N 

PROGRAM-ID. PGM2.  
       USING BY VAL P 

  MOVE P TO  Q 

  MOVE Q TO R 
  CALL 'PGM3' 
     USING BY VAL R 
 波及元コード 

PROGRAM-ID. PGM3. 
       USING BY VAL S 
  INITIALIZE U 
  MOVE S TO T 
  MOVE V TO W 
 

波及先コード 

既存ソースの修正の影響を漏れなく可視化できます。 

1つのデータ項目を基点に、影響の波及する範囲を抽出します 

計画中 

基点"Q"の属性変更時の影響例 

・手作業で実施していた影響分析の工数を削減 
・修正箇所の抜け防止チェックにも有効 

X 
Z 

Y 
P R S T Q 

波及先 波及元 

４-７．COBOL2002データ影響波及分析機能 
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４-８．JP1がシステム運用管理を支援します 

JP1は、様々な運用管理をお手伝いし、お客様の悩みを解決・軽減・改善する 
統合システム運用管理ソフトウェアです。 
その製品は4つのコンセプトカテゴリで構成されています。 

システム状況を見る 

システム基盤を支える 

IT資産を守る 

システム全体を動かす 

統合システム運用管理 
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４-９．JP1の機能例 

豊富な機能を有するJP1の代表的な機能を紹介します。 

システムで発生したイベントやログを効率良く一元管理できます。 
 さまざまなイベントを集中監視 

 障害発生箇所や影響範囲をビジュアルに把握 

企業システム 

Webサイトの 
レスポンス低下 

定型業務 
遅延ぎみ 

データベース 
容量丌足近づく 

ルータ異常 syslog アプリケーション 
ログ 

システム内で発生するあらゆるイベントやログを集中監視 

イベントコンソール画面 

自動通報 

ビジュアル監視画面 

日常の定型業務や業務運用を簡単にスケジューリングできます。 
 豊富なジョブスケジューリング機能で業務を柔軟に自動化 

 簡単に描ける業務運用の定義 

テープライブラリ装置 マスタサーバ 

#%& 
$&~ 
% ‘¥ 

#%& 
$&~ 
% ‘¥ 

#%& 
$&~ 
% ‘¥ 

暗号化されたデータ 

業務データのバックアップ、リカバリを行います。 
日々のバックアップ運用の一元管理を実現 

 データの暗号化も可能 

サービスレベルとサーバやアプリケーションの稼働性能を監視。 
サービスレベルの低下や障害の予兆を事前に捉えます 

日々の運用の基本監視画面として利用でき、稼働監視の管理負荷を軽減 

サマリ表示画面 アラーム監視画面 

レポート画面 

ジョブネット制御 

サマリー監視画面 

ジョブスケジューラ  JP1/Automatic Job Management System 3 統合コンソール  JP1/Integrated Management 

サーバ稼働管理  JP1/Performance Management 

バックアップ／リカバリ  JP1/VERITAS 
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４-10．ジョブ定義(JCL)移行の考え方 

ジョブ定義の形式から選ぶ 運用性／保守性から選ぶ 

・定義の標準化 

・高度なファイル機能 
 ＇排他、世代管理（ 

・帳票連携 

・COBOL連携機能 
 ＇メッセージ出力・応答（ 

・バッチ高速化機能 

推奨 

定義形式の 
  ジョブ定義 バッチジョブ実行基盤 

ＢＪＥＸ (*1) 

・定義形式のジョブ定義 

・マルチプラットフォーム 

シェルスクリプト実行基盤 

JP1/Advanced Shell 

・シェル＋独自機能 

・マルチプラットフォーム 

*1：uCosminexus Batch Job Execution Server 

・柔軟性＇シェル機能（ 

・デバッガ／カバレジ機能 

【共通部分】 

  ・実行ログ＇ジョブログ（ 

  ・一時ファイル 

  ・ステップ概念 

新規開発 

推奨 

推奨 

推奨 

メインフレームのジョブ定義(JCL)はシステム運用を支える重要な資産です。 
 ジョブ定義の形式、移行後の運用性や保守性から移行方法を選択することができます 

 適切な移行方法を選択することで移行費用の低減、移行後のシステム運用を円滑にできます 

スクリプト形式の 
  ジョブ定義 

実行するプログラムや 
使用するファイルを 
定義する形式。 

大型メインフレームに多い。 

記述文を１行づつ実行 
する形式。 

大型メインフレームの 
コマンドプロシジャも含む。 
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４-11．バッチジョブ実行基盤 

ジョブ開始時のファイル事前排他で、 『排他失敗による異常終了を未然に防止』 

 MFのJCLに近い『定義型の理解しやすいジョブ定義』、XML形式で高度な編集が可能 

 帳票データの一元管理、JP1/AJS3と連携したジョブログ機能で『高い運用性を確保』 

 処理を高速化する『ジョブステップ並列実行機能』を提供 

メインフレーム(MF)のノウハウを活用した、オープン環境のバッチ実行基盤 

JP1/IM 

ジョブ管理マネージャ 

統合管理マネージャ 

ジョブ 

バッチジョブ実行基盤（BJEX） 

ＢＪＥＸ 
スプール 

帳票 
データ 

ジョブ起動 

メッセージ 
出力・応答 

MF 
移行 

【後処理】 
 ファイル後処理    

【初期処理】 
 ・ジョブ定義解析 
 ・ファイル割当／排他 

step１実行＇業務AP（ 

step２実行＇SORT（ 

step３実行＇業務AP（ 

業務 
ファイル 

ファイル排他 

MFのJCLに近い定義型の 
BJEX用ジョブ定義ファイル 

ジョブ実行中は 
排他権を保持 

印刷 

PDF ファイル 
出力 

書式オーバレイ 

帳票定義 
BJEX ：uCosminexus Batch Job Execution Server 
JP1/AJS3 ：JP1/Automatic Job Management System 3 
JP1/IM ：JP1/Integrated Manager 
PDE for Open ：PRINT DATA EXCHANGE for Open ＇帳票機能（ 

MF 
帳票定義 

移行 

ジョブ定義 
ファイル ジョブ終了 

帳票一元管理 

  PDE for 
     Open 
(帳票機能) 

排他解除 

電子帳票 
システム 

定義型 
 JCL 

JP1/AJS3 

ジョブログ表示 

uCosminexus 
  Batch Job Execution Server 

定義形式ジョブ定義 
移行に向いている 
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４-12．シェルスクリプト実行基盤 JP1/Advanced Shell 

シェルスクリプトの開発・運用を効率化。複数OSでのスクリプトの共通化や、 
バッチ業務途中の運用管理者の応答などを実現します。 

JP1/Advanced Shell 

JP1/Advanced Shell 

JP1/Advanced Shell 

JP1/Advanced Shell 

JP1/Advanced Shell 

JP1/Advanced Shell 

シェルスクリプト 
で統一 

 

スクリプトの開発効率を向上 1 

使いやすい開発・デバッグ環境を提供。品質確保をサポート  

■デバッグ機能を搭載。 
ブレークポイントを設定・ス
テップ実行によるデバッグが
行えます。 
■テストの網羅性をカバレー
ジ情報として統計表示が可
能。品質確保をサポートしま
す。 

プラットフォーム共通のスクリプト実行基盤として利用可能   2 

スクリプトの共通化により開発を効率化。 
                  品質の均一化を図ることも可能 

 

■プラットフォーム共通のスクリ
プト実行基盤として利用する
ことで、スクリプトを共通化。
開発・メンテナンスを効率化
することが可能です。 
■スクリプトを共通化できるので、
品質の均一化を図ることもで
きます。 

既存シェルスクリプト 

の流用率 

96％※1 

※ 2: 100KstepのKornシェルのシェルスクリプトを、Windows(4core) 5台に移行し
た場合。JP1/Advanced Shellの場合は代替方法の作りこみを含んで元のシェ
ルスクリプトの10%を開発しそれ以外は流用、バッチファイルの場合は100%書
き換えた場合のスクリプトの移行費用に、製品価格を加えた比較 

UNIXからのWindows移行が容易  3 

バッチファイルに移行 JP1/Advanced Shellに移行

初期開発費用 製品導入費用(SB含む)

■シェルスクリプトのまま移行できるので、既存資産の大部分
を流用可能です。UNIX/LinuxからWindowsへの移行におい
て、既存シェルスクリプト資産のバッチファイルなどへの全面
書き換えが不要となります。 

既存シェルスクリプトを活用し、Windowsへの移行コストを削減 

※1 構築中のお客様事例をとに、 
 机上での算出効果を示したものです。 

移行コスト1/4※2 

バッチ業務途中の運用管理者からの応答が可能 4 
バッチ業務途中に運用管理者の判断が必要な場合に、 
  JP1/IM - Viewからの応答結果で後続の処理を変更可能 

■JP1/Integrated Managementと連
携し、バッチ処理の途中で対話処
理が可能。 
■メッセージによる継続可否の判断
など、バッチ業務途中の運用管理
者の介入が可能。 

運用管理者 

シェルスクリプト 

スクリプト形式ジョブ定義 
移行に向いている 



© Hitachi, Ltd. 2014. All rights reserved. 40 

４-13．バッチ業務の帳票システム 

 PDE for Openでは、印刷業務だけでなく、帳票の

PDF化や電子帳票システムとの連携も可能です。 

■メインフレームと同様の帳票システム 

メインフレームからの移行性が高い帳票システムで、 
大量の帳票やアプリケーション資産の移行性を確保できます。 

PRINT DATA 
 EXCHANGE 
  for Open 

印刷 

アプリケーション 
プログラム 

………………………… 
………………………… 
………………………… 
………………………… 

PDF 

ファイル 
出力 

 

書式オーバレイ 

印刷 

帳票定義 

実行 

帳票データ 
＇テキスト形式（ 

Prinfina 
 MANAGER 

プリント運用管理 

テキスト形式のまま 
帳票データを出力 

 メインフレームの帳票の多くは、テキスト形式のデータに、書式オーバレイを合わせる方式となっています。 

PRINT DATA EXCHANGE for Openは、メインフレームと同様の方式のため、帳票データを出力するアプリケーション 

プログラムの移行作業を軽減できます。 

■帳票の電子化も可能 

 メインフレームの帳票運用と同じように、バッチ

ジョブ実行基盤 uCosminexus Batch Job Execution 

Server のジョブ定義で指定した出力クラスに従い、

印刷先プリンタを選択したり、帳票をPDF化できま

す。 

■バッチジョブ実行基盤との連携による運用 

PRINT DATA EXCHANGE 
  for Open 

プログラミングレスやCSV形式ファイルを扱える、 
オープンシステム向いた帳票システムuCosminexus EURもご用意しています。 

メインフレーム帳票 
移行に向いている 

帳票の新規作成 
に向いている 
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４-14．ミドルウェアソリューション 

企画から本番前までの各工程でご支援する各種サービスをご用意 
 ミドルウェアを活用して、お客さまの多様な課題、ニーズの解決を支援するソリューションです 

 ミドルウェアの特性を熟知したエンジニアが、システムの実現を強力に支援します 

計画 設計 構築 テスト 本番 要件定義 企画 (注)本番以降の対応は 
ソフトウェアサポートサービス 
をご利用ください。 

スターターサービス 
導入予定のシステムの事前検討支援、
プロトタイプやトライアル環境での検証
支援、および、導入支援を行います。 

ミドルウェア活用 

プランニングサービス 
ミドルウェアを活用して課題を解決するシ
ステムイメージの提案、システム計画・構
想検討のコンサルティングを実施します。 

ミドルウェア活用 

テクニカルサービス 
環境構築やテストなどの技術支援およ
び設計・開発のテクニカルスキルの教
育をいたします。 

ミドルウェア活用 

システム構想段階の 

モヤっとしたご相談は 

ここから！ 

課題が見えている場合は 

ソリューションメニュー 

から選択！ 

  

 アプリケーション基盤共通化 

 業務共通基盤 

 システム間連携基盤 

 統合ポータル基盤 

 統合認証基盤・ID管理基盤 

ソ リ ュ ー シ ョ ン メ ニ ュ ー  一 覧  

クラウド ビッグデータ システム開発 

システム移行 共通基盤 

 SOA/BPM 

 PaaS構築・運用 

 

 リアルタイムデータ処理 

 データウェアハウス構築・性能改善 

 ビッグデータ高速処理 

 ソーシャルデータ活用・分析 

 メインフレーム連携 

 OpenTP1システム進化 

 ERP連携 

 バッチ処理改善 

 Webアプリケーション開発支援 

 帳票 

 レガシーマイグレーション支援 

 サーバ移行支援 

 ミドルウェア移行支援 

 COBOL活用 

ITガバナンス 

 作業手順標準化 

 BI 

 ドキュメント管理 

システム運用 

 システム監視 

 スマートデバイス管理 
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オープンサーバ ストレージ 

Webコンテンツサーバ 
メールサーバ など 

ＡＰサーバ など 
ＤＢサーバ 

業務サーバ など 

４-15．日立が提供するサーバ、ストレージ製品 

用途に合わせたサーバやストレージ製品など、幅広い製品をラインアップ。 
これからも、お客様ニーズに従い製品を提供していきます。 

大
規
模 

小
規
模 

HA8000 

Blade 
 Symphony 

HA8500 

EP8000 

Hitachi Virtual Storage Platform  

Hitachi Unified Storage 

ミッドレンジ 
ストレージ 

エンタープライズ 
ストレージ 

Hitachi Virtual File Platform 
仮想ファイル 
ストレージ 

Hitachi NAS Platform 
ハイエンド 
ファイルストレージ 

バックアップ 
ストレージ 
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障害 

日立サポート３６０ 

１つのＩＤで 
問い合わせ 

ミドルウェア 
技術者 

サーバ/OS 
技術者 

ストレージ 
技術者 

ネットワーク 
技術者 

日立 
ソリューション 
サポートセンタ 

（窓口） 

３６０° 
の総合力 

お客さまシステムの３６０° 

総合力で 
一体対応 

あんしん！ 

あんしんのワンストップ強化サポート 

ストレージ 

お客様 

ＯＳ ミドルウェア 

ネットワーク サーバ 

４-16．導入後も安心のサポートサービス 

 複雑化するお客さまシステムの360°を日立の360°の総合力で一体対応 

 ID一つで、難易度の高い複合問題も日立の技術者連携で迅速解決 
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４-17．移行ソリューション 

移行方式 
設計 

本移行 

オープン化 
システム 
運用設計 

移行性 
分析 

パイロット 
移行 

データ 
移行 

システム 
環境構築 

組合せ 
テスト 

総合 
テスト 

運用 
テスト 

資産棚卸 

帳票 

画面 

ＤＢ 

ＪＣＬ 

ＰＧＭ 

豊富な実績とミドルウェアを駆使した移行ソリューションを提供します。 

 資産調査・分析サービス ＇資産棚卸し（  
 リソース規模やリソース関連を調査・分析することによって、現行システムの資産状況を明らかにします。 

 マイグレーション適合分析サービス ＇移行性分析（ 
 マイグレーションサービスの適用による、効果やリスクはお客様のシステムによって様々です。 

 マイグレーション適合分析サービスでは、事前にマイグレーションの効果・リスク・構築コストを詳細に調査します。 

 マイグレーションサービス 
 レガシーマイグレーションの本質は企業独自の強みの維持・継承。 

 これをマイグレーションサービスではリーズナブルかつスピーディーにオープンシステムへ移行します。 

 言語変換サービス 
 メインフレームシステムにおいてＣＯＢＯＬ言語以外＇ＰＬ／Ｉ、アセンブラ、Ｎａｔｕｒａｌ、Ｑなど（で開発されたアプリケーションを、 

 ＣＯＢＯＬ言語へ移行します。ＣＯＢＯＬ言語への言語統一化により、オープン化による機能拡張性の向上などを図ります。 

■マイグレーション手順 

■ソリューション内容 
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５. まとめ 
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５-１．まとめ 

日立は、 

マイグレーションに適したミドルウェア、移行ソリューション 

ビッグデータやクラウドなど事業発展に貢献できるソリューション 

を提供しています。 

マイグレーションはシステム再構築の有効な手段であるが 

  『決してゴールではない』 

大事なのは、マイグレーション実施後、 

  『事業発展に貢献できるシステムに成長させていくこと』 

そのためには、COBOLなど既存資産、移行性が高いミドルウェア、 
移行ソリューションをフル活用して、 

  『円滑なマイグレーション』 をお勧めします。 
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特 長 

COBOLソースだけでなく、ジョブ定義やDB定義、画面定義などの情報を元に、 
プログラムに関するドキュメント整備とシステムのホワイトボックス化が可能。 

 

日本語
情報 

 
プログラム 
資産 

 

プログラム 
仕様情報 

 

プログラム 
仕様情報 
〔日本語付不済〕 

プログラム仕様可視化サービス 

 ソースコード 
 ジョブ定義 
 ＤＢ定義 
 画面定義 等 

 プログラム設計書などのドキュメントがない状態でも仕様可視化が可能 

 プログラム変更に伴う調査分析作業などをスピーディーに実施することが可能 

 日本語情報 〔データ項目辞書〕 を組込むことにより、プログラム仕様の可読性を向上 

 保守のみでなく、次期システムの検討、要件定義、設計のための情報として利用可能 

付録１．プログラム仕様可視化サービス 

C C C

R C C C C

U U

U U

U

R U

R R

R

C

U U

KOKYAKUTABLE01

KRT008

KRT009

KRT010

KRT011

月次処理終了

月次処理終了チェック

顧客情報登録

顧客情報更新

顧
客
デ
ー

タ
0
6

11

12 KRT012 顧客情報チェック

7 KRT007 月次処理準備

8

9

10

5 KRT005 月次更新

6 KRT006 月次情報登録

3 KRT003 金額確認

4 KRT004 月次チェック

1 KRT001 金額申請

2 KRT002 金額登録

No. プログラム名 プログラム名（日本語）
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名
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日
本
語
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18 19 20 2112 13 14 15 16 176 7 8 9 10 11

テーブル名/レコード名 テーブル名（日本語）/レコード名（日本語） 顧客データテーブル

No. 1 2 3 4 5

2010/4/1

サブシステム名 顧客データ登録 承認者 A社 承認日 2010/4/2

PCBL21
プログラム・データ項目関連図(ＣＲＵＤ図)

システム名 保守 作成者 日立 作成日

1

1

1

1

2

2

SSYPRINT SYSOUT=*

F F

ES275O1 DSN=&&ES275O,DISP=(NEW,PASS),UNIT=SYSDA,DCB=(RECFM=FB,LRECL=1000,BLKSIZE=23000),SPACE=(TRK,(2000,200),RLSE)

SYSOUT SYSOUT=*

E E ESES22 PGM=ESESES22,COND=(0,NE)

DSN=&&MEISAI,DISP=(OLD,DELETE)

EIGYOU YYYYY EIGYOUCODE 999999999 

SYSOUT=*

D D

ESES222

C C

SYSUT2 DSN=&&MEISAI,DISP=(,PASS),UNIT=SYSDA,DCB=(RECFM=FB,LRECL=543,BLKSIZE=21720),SPACE=(TRK,(2000,500),RLSE)

SYSPRINT

B B STEP1 PGM=UTILITY,COND=(0,NE)

A SYSUT1 DSN=SATEI.HATTYU.MEISAI,DISP=OLD,UNIT=(TAPEC,,DEFER),VOL=SE

R=\\MT000

1 2 3 4 5

A

ライブラリ名 メンバ名 ジョブ名 ジョブ名（日本語） 処理サイクル

MAINJOBLIB HATTOROKU HATTOROKU 発注内容登録処理 日次

PCBL26
ジョブフロー図

作成者 日立 作成日 2010/4/1

承認者 A社 承認日 2010/4/2

SYSUT1

TTYU.SATEI.KASID

ASI.MEISAI

1002:STEP1

IEBGENER

IEBGENER

SYSUT2

&&MEISAI

SYSPRINT

ES275I1

&&MEISAI

WTCRDCB

1003:YUES275

YUES275

YUES275

LOAD(ｸﾚｼﾞｯﾄﾗｲﾝ

ES275O1

&&ES275O

SYSOUT SSYPRINT

SYSUT1

SATEI.HATTYU.MEI

SAI

1002:STEP1

UTILITY

UTILITY

SYSUT2

&&MEISAI

SYSPRINT

ESES222

&&MEISAI

EIGYOU

1003:ESES22

ESES222

ESES222

発注カード処理

ES275O1

&&ES275O

SYSOUT SSYPRINT

ジョブフロー 

プログラム-データ項目関連図 
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付録２．関連ホームページ 

分類 項目 ホームページのURL 

プラットフォーム サーバ http://www.hitachi.co.jp/server/ 

ストレージ http://www.hitachi.co.jp/storage/ 

ソリューション ビッグデータ利活用 http://www.hitachi.co.jp/bigdata/ 

クラウド http://www.hitachi.co.jp/cloud/ 

ミドルウェアソリューション http://www.hitachi.co.jp/mid-sol/ 

ミドルウェア ミドルウェア総合 http://www.hitachi.co.jp/soft/ 

COBOL 
最新のCOBOL国際規格COBOL2002 
  http://www.hitachi.co.jp/soft/cobol/ 

運用管理 
統合システム運用管理JP1 
  http://www.hitachi.co.jp/jp1/ 

ストリームデータ処理基盤 
uCosminexus Stream Data Platform 

  http://www.hitachi.co.jp/cosminexus/sdp/ 

高速データアクセス基盤 
Hitachi Advanced Data Binder プラットフォーム 

  http://www.hitachi.co.jp/soft/big_data/data-binder.html 

バッチ高速化基盤 

グリットバッチ基盤 uCosminexus Grid Processing Server 

  http://www.hitachi.co.jp/cosminexus/gps/ 

バッチジョブ実行基盤 uCosminexus Batch Job Execution Server  

  http://www.hitachi.co.jp/cosminexus/bjex/ 

帳票システム 

メインフレーム移行性が高い PRINT DATA EXCHANGE for Open 
  http://www.hitachi.co.jp/soft/pde/ 
汎用性の高い uCosminexus EUR 
  http://www.hitachi.co.jp/soft/eur/ 
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END 

• Hadoop は、Apache Software Foundationの商標です。 

• Linuxは，Linus Torvaldsの米国およびその他の国における登録商標あるいは商標です。 

• Microsoft，Windows，Windows Server，Windowsロゴは，米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における商標または登録商標です。 

• NATURALは，独国Software AGの商品名称です。 

• ODBCは，米国Microsoft Corporationが提唱するデータベースアクセス機構です。 

• OracleとJavaは、Oracle Corporation 及びその子会社、関連会社の米国及びその他の国における登録商標です。 

• Prinfinaは，リコープロダクションプリントソリューションズ・ジャパン株式会社の登録商標です。 

• Q言語は，日立システムズの商品名称です。 

• UNIXは，X/Open Company Limited が独占的にライセンスしている米国ならびに他の国における登録商標です。 

その他記載の会社名，製品名は，それぞれの会社の商標もしくは登録商標です。 

他社商品名、商標等の引用に関する表示 

既存システムの再利用（マイグレーション）から 
   新たな価値を創出するシステムへ 

2014/04/24 

株式会社 日立製作所  情報・通信システム社 

ＩＴプラットフォーム事業本部 レガシーマイグレーション技術センタ 

佐藤一浩 





Inspire the Next 


